
科目名

Subject

開講年次 1 開講時期 後期 単位 1

必修／選択 選必 授業形態 演習 時間 30

実践的教育

知識・技能 思考力・判断力 表現力 主体的行動力
ホスピタリティ・

コミュニケーション力

○ ○ ◎ ◎ ◎

科目の概要

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

教科書

教材

使用設備・備品

参考文献

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

評価方法

授業態度や参画度、提出物の評価など平常点は全体の20％、期末の試験の結果が80％の割合で総合評価
をする。

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

授業中、辞書として携帯使用は認めるが、それ以外で使用した場合は授業の妨害とみなし、内申点のマ
イナスとする。
テキストを忘れた場合も内申点マイナスとみなす

学生へのフィー
ドバックの方法

なし

日本語ﾁｰﾑ
日本語総合Ｍ

General JapaneseM
教員名

個別に実地指導を行います。

×

友人同士でもフォーマルな話の場合の話し方、親近感を持つためぐち的な話し方など日常生活に欠かせ
ない中級からの会話をすることができる

予習復習には90分から120分かけ、日常生活の中からの場面の理解と整理とメモなどに十分力点をおくこ
と

教科書・教材

会話に挑戦　中級からの日本語ロールプレイ

聴解CD　作成会話文のパソコン入力

PC　（PowerPoint）を見せる。

インフォーマルな会話での丁寧な会話や親近感を与える会話などＴＰＯやノンバーバルな要因も含めた
コミュニケーション力を養う。

主な学習効果

5行以内

9行以内

12行以内

5行



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回
授業オリエンテーション
初対面の人と話す　自己紹介

授業の内容、守ってほしいマ
ナー、評価の方法などのオリテと
初対面で会話するポイントを理解
実践することができる

初対面の人に自分を紹介したり相手
を知るための質問について考えメモ
しておく

第２回
1課　みんなと親しくなる　自己
紹介のポイント・自己PRのぽんと

自分を相手に知ってもらうポイン
トと要点を学習でき、使うことが
できる

できるだけ多く自己PRを考え、メモ
しておく。復習では気づいたことを
再確認して次回の参考にするようメ
モしておく

第３回
1課の復習と勉強の方法の再確認
してそれから友だちをほめる会話
を勉強する

上手にほめることができる。そし
てたくさんの人と友だちになるこ
とができる

ほめるときに使う言葉や表現を調べ
ておく。ほめてもらったときに、相
手に言うことばも調べておく

第４回 １課１　誘う・断る

友だち関係で上手な誘い方と断り
方　上司や先輩に対する上手な誘
うことができ、上手に断ることも
できる

友だち同士で方法と上司は先輩の時
の違いを考えてから授業を受け、復
習では実際にできるようになるまで
練習する

第５回
１課２手順を説明したり結果の評
価

料理の作り方など手順を説明する
ことができ、相手をほめることが
できる

料理の手順をしっかりまとめでお
く。その料理をもめられたときの表
現を調べておく

第６回
１課３　パーティなどでたくさん
の人と話す

話を弾ませることができる。相槌
の仕方、上手な復唱や反復をする
ことができる

話やすくするためには自分はどんな
ことを相手にしてほしか、してあげ
られるか考えメモしておく

第７回
２課１　説明する　伝言のポイン
ト

伝言のポイントをきちんと理解す
ることができる。また実践するこ
とができる

伝言のポイント５W１Hを考えた会話
文を作っておく

第８回
２課２　説明する　医者に症状を
説　　　明する

病気の症状と擬態語を勉強し、実
際に使うことができる

病気の症状と擬態語を自分の国では
どいっていたかをできるだけ多く調
べ、メモしおき、復習でしっかり覚
えること

第９回
２課３　説明する　形や色など状
況を説明する

細風を紛失した場合を例に形や色
など状況を説明することができる

財布やかさ、かばんなど自分の持ち
物の形や色、中に入っているものな
どを表す言葉を調べておく。復習で
も確認する

第１０回
２課４　説明する　希望や条件を
説明する

部屋を探すときなどの希望や条件
を説明することができる

アパートを探すときの自分の希望や
条件を調べたり考えてメモしておく
復習では条件の上手な言い方を覚え
ること

第１１回
２課５　説明を聞く　電話でアル
バイトの相手の希望や「条件を聞
く

いろいろな情報を電話で問い合わ
せることができる

自分のアルバイトの条件や希望を考
えてメモしておく。復習ではどんな
言葉が使われていたか確認し覚える

第１２回
２課６　説明　日にちの変更の許
可を求める

アルバイト先へ休みや日時の変更
など許可を求めることができる

予習では許可を求める表現にはどん
な表現ある調べておく。復習では勉
強したことを実際につかるように練
習しておく

第１３回 ３課１　面接の仕方
いろいろな面接試験で質問に適切
に答えることができる

就職試験を想定してどんなことを質
問されるか考えその質問をメモして
おく。復習ではその質問の答えを
しっかり覚える

第１４回
３課２　進学や就職でアドバイス
してもらう

進学や就職で先生や先輩にいい質
問をすれば、いいアドバイスをし
てもらえる。そのいい質問を考え
ることができる

質問の内容をよく考えてメモしてお
く。復習では上手な質問と答えをま
とめでめもして就職面接に生かす

第１５回 まとめ 試験についてまとめておく 試験対策と準備

授業計画


